
JP 4992062 B2 2012.8.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両端部に各々第１ヒンジ部２２が備えられた中央部１１と、その一側が第１ヒンジ部２
２に結合される一対の第１延長部２１と、この第１延長部２１の他側に備えられた第２ヒ
ンジ部２４に一側が結合され、他側にはヒンジ軸２５が備えられた一対の第２延長部２３
からなって、頭に被せられたり囲まれるヘッド据置部１０と、
　第２延長部２３のヒンジ軸２５に回動可能に結合され、内部に骨伝導振動子が備えられ
た一対の骨伝導スピーカー部３０と、
　ヘッド据置部１０の一側に骨伝導スピーカー部３０と離隔して備えられたり、骨伝導ス
ピーカー部３０と一体で形成されたマイクロホン部４０と、を含み、
　第１ヒンジ部２２は、中央部１１の両端部の外側から内側へ上向き傾斜した傾斜端面１
２と第１延長部２１の一端部に前記傾斜端面１２と面接触をなす傾斜端面１２ａとが相互
密着結合され、第２ヒンジ部２４は第１延長部２１の他端部と第２延長部２３の一端部の
各端面が相互密着結合されたことを特徴とする骨伝導ヘッドセット。
【請求項２】
　第１ヒンジ部２２または第２ヒンジ部２４には、第１延長部２１または第２延長部２３
の回動角度を調節する手段が備えられ、該調節手段は第１ヒンジ部２２の一側傾斜端面１
２または第２ヒンジ部２４の一側端面に備えられ、周り部に複数個の係止突起２７が突出
形成された係止片２６と、第１ヒンジ部２２の他側傾斜端面１２ａまたは第２ヒンジ部２
４の他側端面に備えられ、係止片２６が挟まれる溝２８を含み、該溝２８には第１延長部



(2) JP 4992062 B2 2012.8.8

10

20

30

40

50

２１または第２延長部２３の回動に従い係止突起２７が係止される弾性ストッパ２９が備
えられることを特徴とする請求項１に記載の骨伝導ヘッドセット。
【請求項３】
　第１延長部２１、第２延長部２３、またはヘッド据置部１０には、スピーカー部３０及
びマイクロホン部４０と接続され、外部機器６０と送受信するようになった近距離無線通
信モジュール５０と増幅手段が設けられることを特徴とする請求項１または２に記載の骨
伝導ヘッドセット。
【請求項４】
　骨伝導スピーカー部３０と、第２延長部２３の他側に備えられたヒンジ軸２５と骨伝導
スピーカー部３０の各端部に備えられたヒンジ軸２５に両端部が各々結合される一対の連
結部材３１が備えられて、第２延長部２３の他側から骨伝導スピーカー部３０まで多関節
で回動されるようにすることで、骨伝導スピーカー部の位置をより作動自在にすることが
できることを特徴とする請求項１または２に記載の骨伝導ヘッドセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、骨伝導ヘッドセットに関し、より詳しくは、声を骨伝導方式により聞くこと
ができるだけでなく、鼓膜を通じても聞くことができ、スピーカー部が多関節機能により
回動自在になって、まちまちな着用者の多様な耳の位置に整列でき、コンパクトに変形可
能であって、保管が容易であり、近距離無線通信が可能な骨伝導ヘッドセットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、鼓膜を通じないで声を聞くことができる骨伝導ヘッドセットが多様に開発されて
いる。このような骨伝導ヘッドセットは頭に着用されるヘッドバンドの両端部に振動子が
備えられたスピーカーが形成され、そのうち、片方のスピーカーから延びたマイクロホン
からなる。この骨伝導ヘッドセットは、上記のスピーカーを頭骨部分に密着させれば、ス
ピーカーに備えられた振動子が耳の中の鼓膜でない頭蓋骨を直接振動させて、この振動を
利用して使用者が声を聞くことができるようにしたものである。
【０００３】
　ところが、このような骨伝導ヘッドセットは、上記スピーカーのサイズが大きくて、重
くて、外観上よくないだけでなく、使用者の耳を覆って着用に不便な問題があって、一般
的に使われていない実状である。また、このような骨伝導ヘッドセットのヘッドバンドと
大きなスピーカーによって一般ヘッドセットに比べて体積がだいぶ大きくて、保管が容易
でない。そして、このような骨伝導ヘッドセットは、大きなスピーカー部が着用者の頭蓋
骨に密着されるように着用されるので、鼓膜を通じては声を聞くことができなかった。
【０００４】
　一方、ポータブルカセット、ＣＤプレーヤ、ＭＰ３のようなオーディオ機器、及びＭＰ
３機能が付加された携帯電話の補給により、話すことができることは勿論、音楽を聴取で
きるヘッドセットが広く使われている。さらに、最近はこのようなヘッドセットが上記の
オーディオ機器や携帯電話と無線で通信できる方式が開発されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、前述したような問題点を解決するために案出したものであって、声を骨伝導
方式により聞くことができるだけでなく、鼓膜を通じても聞くことができ、スピーカー部
が多関節機能により回動自在になって、まちまちな着用者の多様な耳の位置に整列でき、
コンパクトに変形可能であって、保管が容易であり、近距離無線通信が可能な骨伝導ヘッ
ドセットに関するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上記のような目的を達成するために案出された本発明は、両端部に各々第１ヒンジ部２
２が備えられた中央部１１と、その一側が第１ヒンジ部２２に結合される一対の第１延長
部２１と、該第１延長部２１の他側に備えられた第２ヒンジ部２４に一側が結合され、他
側にはヒンジ軸２５が備えられた一対の第２延長部２３からなって、頭に被せられたり囲
まれるヘッド据置部１０と、第２延長部２３のヒンジ軸２５に回動可能に結合され、内部
に骨伝導振動子が備えられた一対の骨伝導スピーカー部３０と、ヘッド据置部１０の一側
に骨伝導スピーカー部３０と離隔して備えられたり、骨伝導スピーカー部３０と一体で形
成されたマイクロホン部４０とを含み、第１ヒンジ部２２は、中央部１１の両端部の外側
から内側へ上向き傾斜した傾斜端面１２と第１延長部２１の一端部に傾斜端面１２と面接
触をなす傾斜端面１２ａが相互密着結合され、第２ヒンジ部２４は第１延長部２１の他端
部と第２延長部２３の一端部の各端面が相互密着結合されたことを特徴とする骨伝導ヘッ
ドセットを提供する。
【０００７】
　この際、第１ヒンジ部２２または第２ヒンジ部２４には、第１延長部２１または第２延
長部２３の回動角度を調節する手段が備えられ、この調節手段は第１ヒンジ部２２の一側
傾斜端面１２または第２ヒンジ部２４の一側端面に備えられ、周り部に複数個の係止突起
２７が突出形成された係止片２６と、第１ヒンジ部２２の他側傾斜端面１２ａまたは第２
ヒンジ部２４の他側端面に備えられ、係止片２６が挟まれる溝２８を含み、該溝２８には
第１延長部２１または第２延長部２３の回動に従い係止突起２７が係止される弾性ストッ
パ２９が備えられてなされることが好ましい。
【０００８】
　また、第１延長部２１、第２延長部２３、またはヘッド据置部１０には、スピーカー部
３０及びマイクロホン部４０と接続され、外部機器６０と送受信するようになった近距離
無線通信モジュール５０と増幅手段が設けられることができる。
【０００９】
　また、骨伝導スピーカー部３０と、第２延長部２３の他側に備えられたヒンジ軸２５と
骨伝導スピーカー部３０の各端部に備えられたヒンジ軸２５に両端部が各々結合される一
対の連結部材３１が備えられて、第２延長部２３の他側から骨伝導スピーカー部３０まで
多関節で回動されるようにすることで、骨伝導スピーカー部の位置をより自由に動くこと
ができるようにすることができる。
【発明の効果】
【００１０】
　以上、本発明によると、本発明の骨伝導ヘッドセットは、着用者の耳部分に配置される
延長部に結合された骨伝導スピーカー部が着用者の頭蓋骨と耳に位置して回動されるよう
に構成することで、着用者は骨伝導方式だけでなく、鼓膜を通じても声を聞くことができ
る効果がある。したがって、聴覚障碍者は骨伝導方式により声を聞く、一般人は鼓膜を通
じて声を聞くことができるので、従来の特定階層のみ使用していたことから外れて、多様
な階層の消費者が使用できる効果がある。一方、骨伝導スピーカー部３０が連結部材３１
によりヘッドセットの延長部２０に回動可能に結合されて、回動自在となることができる
ので、骨伝導スピーカー部３０が耳の位置がまちまちで、多様に形成された人々の耳に簡
便に定位置できる効果がある。
【００１１】
　また、本発明によると、ヘッドセットのスピーカー部が備えられた一対の延長部がヘッ
ド据置部で相互近接して回動されるように構成することで、ヘッドセットがコンパクトに
折畳まれて保管及び携帯が容易な骨伝導ヘッドセットを提供することができる。さらに、
スピーカー部が円弧状のヘッド据置部の内側に備えられるように延長部がもう一度折畳ま
れるように構成することで、より保管及び携帯が容易な効果がある。一方、延長部が回動
可能に形成されたヒンジ部に延長部の回動角度が調節できる係止突起とストッパを構成す
ることで、まちまちな頭のサイズと形態を有する多様な人々が使用可能なヘッドセットを
提供することができる。
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【００１２】
　そして、本発明によると、ヘッドセットに近距離無線通信モジュールを搭載することに
よって、外部機器から発生する声を便利に聞くことができ、ＭＰ３モジュールを搭載する
ことによって、外部機器なくても音楽を聞くことができるので、１つのヘッドセットで多
様な機能を具現できる骨伝導ヘッドセットを提供することができる。
【００１３】
　また、本発明によると、従来ヘッドセットのスピーカー部に集中していた近距離無線通
信モジュールを延長部またはヘッド据置部に設置することによって、従来のヘッドセット
に比べてスピーカー部のサイズ及び重量が減少して、着用者の耳を覆わないので、着用感
が優れる効果がある。一方、着用者は外部で発生された声を耳の鼓膜を通じて聞くことが
できると共に、音響及び通信機器から近距離無線通信方式に従い、音楽や相対方の音声を
聞くことができる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　前述した本発明の目的、特徴、及び長所は、次の詳細な説明を通じてより明らかになる
。以下、本発明の好ましい実施形態を添付した図面に基づいて説明すると、次の通りであ
る。
【００１５】
（実施形態１）
　図１は本発明に係る骨伝導ヘッドセットの一実施形態の斜視図であり、図２は上記実施
形態のうちの要部のヒンジ部の構造を示す分解斜視図であり、図３は上記実施形態のうち
の要部のヒンジ部の結合構造を示す断面図であり、図４は上記実施形態のヘッドセットが
折畳まれる過程を示す平面図であり、図５は上記実施形態の使用状態図である。
【００１６】
　図示したように、本発明の骨伝導ヘッドセットは、頭に被せられたり囲まれるヘッド据
置部１０と、該ヘッド据置部１０の両端部から延長形成された一対の延長部２０と、一側
延長部２０に備えられたマイクロホン部４０と、延長部２０の先端部に備えられて使用者
の頭に密着され、骨伝導振動子（図示せず）が備えられた一対の骨伝導スピーカー部３０
を主な構成として含む。
【００１７】
　ヘッド据置部１０は、バンド、帽子、またはヘルメットなど、頭に被せられることがで
きる多様な形状からなることができ、頭に囲まれるバンド形状からなることができる。本
実施形態では、頭の後に囲まれる形状のヘッド据置部１０を例示した。また、ヘッド据置
部１０は、略棒または円弧状であり、両端部に第１ヒンジ部２２が備えられた中央部１１
と、該中央部１１の両端部に各々結合される延長部２０からなる。
【００１８】
　この一対の延長部２０は第１延長部２１と第２延長部２３からなり、第１延長部２１は
中央部１１に備えられた第１ヒンジ部２２と結合され、第２延長部２３は第１延長部２１
に備えられた第２ヒンジ部２４と結合される。
【００１９】
　第１ヒンジ部２２は、中央部１１の両端部と第１延長部２１の一端部の各端面１２が相
互密着するように結合されてなされる。この際、各端面１２は中央部１１と第１延長部２
１の中心軸（図示せず）を基準にして多少傾斜するように形成され、即ち、円弧状の中央
部１１の両端部面は外側から内側に（円弧の中心部方向に）上向き傾斜した傾斜端面１２
が形成される。そして、第１延長部２１の一端部面は、該傾斜端面１２と面接触される傾
斜端面１２ａが形成されて、第１延長部２１が第１ヒンジ部２２で中央部１１と面接触を
なしながら回動されることによって、第１延長部２１が中央部１１に近接するように折畳
まれる。また、第１延長部２１の一端部の傾斜端面１２ａには、該傾斜端面１２ａと垂直
するように回動軸２６ａが備えられ、該回動軸２６ａの上部には傾斜端面１２ａと平行し
た方向に複数個の係止突起２７が形成された係止片２６が回動軸２６ａから放射状に突出
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するように備えられる。
【００２０】
　また、中央部１１の両端部の傾斜端面１２には係止片２６が位置する溝２８が形成され
、該溝２８の内側壁にはスプリングなどにより支持突出された弾性ストッパ２９が備えら
れるが、場合によっては、弾性ストッパ２９は弾性材質からなることもできる。この際、
弾性ストッパ２９は溝２８の内側壁に沿って多少長く形成されるが、その一側から他側へ
行くほど溝２８の中心部方向に益々突出するように形成される。そして、溝２８の入口側
には係止片２７が溝２８から離脱しないようにする複数個の離脱防止段２８ａが形成され
る。
【００２１】
　一方、第２ヒンジ部２４は各第１延長部２４の他端部に傾斜端面が形成され、第２延長
部２３の一端部に傾斜端面が形成され、上記各端面が相互密着結合されるようになされて
、第１ヒンジ部２２と同一に構成されることができる。
【００２２】
　したがって、第１延長部２１または第２延長部２３の回動に従い、係止片２６の係止突
起２７が溝２８のストッパ２９に数回係ることになって、第１延長部２１と第２延長部２
３が中央部１１に対し、そして第２延長部２３が第１延長部２１に対し、多様な角度に回
動されて固定されることができる。これによって、着用者の頭形態及びサイズに適当に調
節できる長所がある。この際、第１ヒンジ部２２と第２ヒンジ部２４が全て回動されるこ
とを例示したが、場合によっては、２つのうちのどれか１つのみ回動されることもできる
ことは勿論である。
【００２３】
　一方、本実施形態では係止片２６の周り部の一部のみに係止突起２７が形成されたこと
を例示したが、場合によっては係止片２６の周り部の全体に係止突起２７が形成されるこ
とができ、係止突起２７は弾性ストッパ２９に係止できる多様な形状が可能であることは
勿論である。そして、本実施形態では第１延長部２１の傾斜端面１２ａに係止片２６が形
成され、これに結合される中央部１１の傾斜端面１２に弾性ストッパ２９が備えられた溝
２８が形成されたことを例示したが、第１延長部２１に溝２８が形成され、中央部１１に
係止片２６が備えられることができることは勿論であり、第１延長部２１と第２延長部２
３とが結合される第２ヒンジ部２４の構造も同様である。
【００２４】
　骨伝導スピーカー部３０は、各第２延長部２３に対向するように備えられ、第２延長部
２３と平行な方向に回動されるように第２延長部２３の一端部に備えられたヒンジ軸２５
にその一側が結合される。この際、ヒンジ軸２５はボール形状からなり、骨伝導スピーカ
ー部３０の一側が上記ボールを覆いかぶせるように形成されたことを図面に例示したが、
場合によっては、ヒンジ軸２５がピン形状などの多様な形状からなることもできる。そし
て、骨伝導スピーカー部３０には骨伝導振動子が備えられ、該骨伝導振動子が着用者の頭
蓋骨を振動させることによって、着用者は鼓膜を通じなくても声を聞くことができる。こ
の際、延長部２０は弾性復原力を有するプラスチック材質などからなって、着用者の両側
耳付近の頭骨に骨伝導スピーカー部３０を密着させることによって、上記骨伝導振動子が
着用者の頭蓋骨を容易に震動させることになる。一方、このような骨伝導振動子を利用し
た骨伝導スピーカー部３０を利用して骨伝導方式だけでなく鼓膜を通じても声を聞くこと
ができることは公知の事実である。本発明では、図５に示すように、ヒンジ軸２５を中心
にしてスピーカー部３０が回動されるようにして、必要によってスピーカー部３０が耳に
直接接触でき、このような方式により鼓膜を通じた聴音も可能になる。
【００２５】
　マイクロホン部４０は通常のものであって、外部の音声信号を電気的信号に、相対方の
音声や使用者の音声または外部から発生された声を電気的信号に変えてくれる。そして、
マイクロホン部４０は延長部２０に内蔵されたり、延長部２０から突出形成されて、延長
部２０で回動可能に備えられる。また、本実施形態ではマイクロホン部４０が延長部２０
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から突出形成されたものを例示したが、場合によっては、マイクロホン部４０が骨伝導ス
ピーカー部３０と共に備えられることもでき、骨伝導スピーカー部３０から突出形成され
ることもできることは勿論である。
【００２６】
　図４の第１の図面は、このような有線ヘッドセットの延長部２０が広げられた状態を示
すものであって、この状態で着用者はヘッドセットを着用することになる。そして、図４
の第２の図面は、第１ヒンジ部２２を中心にして各々の第１及び第２延長部２１、２３が
中央部１１と同一平面をなしながら相互近接するように回動されることを示している。ま
た、図４の第３の図面は、第２延長部２３でスピーカー部３０が回動されることを示して
いるが、該スピーカー部３０を第２延長部２３側に近接するように回動させて、よりコン
パクトに作ることができる。また、図４の第４の図面は、第２ヒンジ部２４を中心にして
第２延長部２３とスピーカー部３０が中央部１１と近接するように回動されることを示し
ている。したがって、図４の第４の図面に示したように、ヘッドセットがコンパクトに折
畳まれて所定のサイズのケースに保管できるので、保管が容易であるだけでなく、携帯も
簡便な長所がある。
【００２７】
（実施形態２）
　図３は無線通信モジュール５０が搭載された骨伝導ヘッドセットを使用者が着用してい
る状態を例示しており、図７はこれに従う回路構成を例示している。
【００２８】
　本実施形態では携帯電話などの外部機器６０と無線で送受信する無線ヘッドセットを例
示したし、このようなヘッドセットにはマイクロホン部４０及びスピーカー部３０と接続
され、外部機器６０に無線送信したり、外部機器６０から音声信号を無線で受信すること
ができるようになった近距離無線通信モジュール５０が上記ヘッドセットに付加される。
【００２９】
　近距離無線通信モジュール５０は延長部２０に搭載され、該近距離無線通信モジュール
５０に使われる技術はブルトゥース等、近距離無線通信方式が利用できる。そして、近距
離無線通信モジュール５０は、増幅部５１、データ変換部５２、及び送受信部５３から構
成され、このような順序に接続され、増幅部５１はマイクロホン部４０及びスピーカー部
３０と接続される。近距離無線通信モジュール５０の送受信部５３は外部機器６０の送受
信部から送った音声信号を受信し、受信されたディジタルの音声信号はデータ変換部５２
を通じてアナログ信号に変換され、増幅部５１を通じて増幅されて骨伝導スピーカー部３
０に入力される。また、近距離無線通信モジュール５０は、マイクロホン部４０を通じて
受信された使用者の音声などを外部機器６０に無線送信する。この際、外部機器６０とし
ては、携帯電話やＭＰ３などの移動通信及び音響機器だけでなく、コンピュータやオーデ
ィオなどの固定設置された通信及び音響機器になることができることは勿論である。
【００３０】
　また、延長部２０には近距離無線通信モジュール５０の以外にＭＰ３モジュールが搭載
できるので、ヘッドセットとは別途に、ＭＰ３プレーヤーなどの外部機器６０を具備する
必要がないので、従来のＭＰ３プレーヤーを通じて音楽などを聞くために別途のヘッドセ
ットを具備しなければならないことに比べて簡便に音楽を聞くことができる。
【００３１】
　一方、上記ヘッドセットの一側にはボタン型式の選択ボタン５４が備えられ、この選択
ボタン５４により近距離無線通信モジュール５０のＯＮ／ＯＦＦ動作が制御されるように
構成することもできる。即ち、近距離無線通信モジュール５０を作動させれば、マイクロ
ホン部４０に収集された音声信号はスピーカー部３０に伝えられず、上記の音声信号は外
部機器６０に無線で送信され、外部機器６０から無線で受信された音声信号が近距離無線
通信モジュール５０を通じてスピーカー部３０に入力される。また、近距離無線通信モジ
ュール５０の作動を解除すれば、マイクロホン部４０に受信された音声信号は増幅部５１
で増幅されてスピーカー部３０に伝達するようになる。したがって、スピーカー部４０は
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外部機器６０及びマイクロホン部４０のうちの１つだけ接続されるので、混線が防止され
る。
【００３２】
　そして、本実施形態では、近距離無線通信モジュール５０が延長部２０に搭載されたこ
とを例示したが、場合によっては、ヘッド据置部１０に搭載されることもできる。したが
って、従来に比べて骨伝導スピーカー部３０のサイズ及び重量が顕著に減少する長所があ
る。一方、従来に骨伝導スピーカーが備えられたヘッドセットは有線で別途の増幅器と連
結しなければ骨伝導スピーカーを通じて声を聞くことができなかったので、完全な無線に
はなれなかったが、本発明の骨伝導ヘッドセットは近距離無線通信モジュール５０が搭載
されて、完全な無線ヘッドセットとして機能できる長所がある。  
【００３３】
　一方、延長部２０の内部に弾性部材が備えられることができ、骨伝導スピーカー部３０
が着用者の両側耳部分に位置するように延長部２０がヘッド据置部１０でテレスコープ式
により形成されて、使用者の体型に合うように延長部２０の長さが調節できることは勿論
である。また、マイクロホン部４０が延長部２０でテレスコープ式により形成されること
もできる。また、上記ヘッドセットはリチウムポリマーバッテリー等、長く使用すること
ができるバッテリーが使われ、該バッテリーはヘッド据置部１０に備えられ、充填ジャッ
キが共に備えられることができる。
【００３４】
　このように構成された本発明の骨伝導ヘッドセットを通じて外部の声を聞く過程を説明
すると、まず着用者または相対方の音声や外部の音がマイクロホン部４０を通じて受信さ
れ、このように受信された音声信号はマイクロホン部４０で電気的信号に変わり、増幅部
５１で増幅されて、骨伝導スピーカー部３０に伝えられる。この際、上記電気的信号が骨
伝導振動子により振動信号に変わって着用者の頭蓋骨を震動させれば、着用者はこの振動
を通じて声を認知する。また、着用者は骨伝導スピーカー部３０を耳に回動させて、上記
の振動信号が鼓膜に伝えられて着用者が声を認知することもできる。
【００３５】
　また、外部機器６０で発生された音声信号は無線で送信され、該信号は上記ヘッドセッ
トの送受信部５３で受信されてデータ変換部５２を通じて元の音声信号に変換される。こ
のように変換された音声信号は増幅部５１を通じて増幅されてスピーカー部３０に伝えら
れ、上記音声信号は骨伝導振動子により振動信号に変わって使用者の頭蓋骨を震動させる
ことによって、該振動により使用者は外部機器６０で発生される声を聞くことができる。
そして、マイクロホン部４０を通じて収集された着用者の音声が近距離無線通信モジュー
ル５０を通じて外部機器６０に送信され、外部機器６０が携帯電話などの場合には使用者
の音声が相対方に転送される。
【００３６】
（実施形態３）
　図８は本発明に係る骨伝導ヘッドセットの更に他の実施形態の斜視図であり、図９は図
８の実施形態のうちのスピーカー部の結合構造を示す分解斜視図であり、図１０は図８の
実施形態のヘッドセットが折畳まれる過程を示す平面図であり、図１１は図８の実施形態
の使用状態図である。
【００３７】
　連結部材３１はブロック形状からなり、両側方に結合突起３３が突出形成された連結ブ
ロック３２と、該連結ブロック３２の結合突起３３を延長部２０と後述する骨伝導スピー
カー部３０に各々備えられたヒンジ軸２５に結合させる結合ピン３５からなる。この際、
ヒンジ軸２５は一方向に長く形成された溝形状からなり、好ましくは図示したように両端
部が開口されるように形成することによって、結合突起３３がヒンジ軸２５で前後方向に
多様な角度に回動可能になる。一方、本実施形態ではヒンジ軸２５と連結ブロック３２と
の間の結合がピン結合方式であることを例示したが、ヒンジ軸２５がボール形状からなり
、連結ブロック３２の一側が上記ボールを覆いかぶせるように形成されることもでき、同
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式は多様に構成されることができる。
【００３８】
　そして、連結ブロック３２と延長部２０及び骨伝導スピーカー部３０に備えられたヒン
ジ軸２５のヒンジ結合の場合、各結合ピン３５が同一な方向にヒンジ結合されて、連結部
材３１が着用者の側面頭骨と耳部分に触れる方向のみに回動され、その以外の方向には回
動できない。これはチェーンが回動されることと類似している。
【００３９】
　骨伝導スピーカー部３０の一側には前述した延長部２０のヒンジ軸２５と同一な形状の
ヒンジ軸２５が形成される。そして、ヒンジ軸２５に連結ブロック３２の結合突起３３が
挿入されてヒンジ結合される。連結部材３１により骨伝導スピーカー部３０が延長部２０
で数回回動されて多様な角度に配置できるので、人毎にまちまちな耳の位置に骨伝導スピ
ーカー部３０が適切に位置できる長所がある。
【００４０】
　図１０はヘッドセットが折畳まれる過程を示しており、図１１は上記実施形態による使
用状態を示しているが、図４及び図５と比較して見ると、第２延長部２３の端部に備えら
れたヒンジ軸２５と骨伝導スピーカー部３０の上段に備えられたヒンジ軸２５との間に連
結部材３１がさらに備えられて、骨伝導スピーカー部３０が回動自在となることによって
、耳の位置がまちまちな着用者の耳に定位置されることが容易であるだけでなく、よりコ
ンパクトに折畳まれることができることを確認することができる。
【００４１】
　以上、説明した本発明は、前述した実施形態及び添付された図面により限定されず、本
発明の技術的思想を逸脱することない範囲内で種々の置換、変形、及び変更が可能である
ことは、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に自明なことである。
【００４２】
　本発明は、耳の位置がまちまちな複数の着用者に使用できるだけでなく、聴覚障碍者や
非障碍者両方ともに使用可能な骨伝導ヘッドセットを提供し、また、コンパクトに折畳ま
れるので、保管時に破損の虞なしで、狭い空間に保管可能なヘッドセットを提供し、延い
ては、無線通信モジュールが備えられて携帯電話や各種マルチメディア機器と無線で連結
されて使用できる骨伝導ヘッドセットを提供するので、イヤホン、ヘッドホン、携帯電話
用ハンドフリーなどの製造及び補聴器製造分野で広く利用されることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明に係る骨伝導ヘッドセットの一実施形態の斜視図である。
【図２】上記実施形態のうちの要部のヒンジ部の構造を示す分解斜視図である。
【図３】上記実施形態のうちの要部のヒンジ部の結合構造を示す断面図である。
【図４】上記実施形態のヘッドセットが折畳まれる過程を示す平面図である。
【図５】上記実施形態の使用状態図である。
【図６】本発明に係る骨伝導ヘッドセットの他の実施形態の使用状態図である。
【図７】本発明に係る骨伝導ヘッドセットの他の実施形態の回路構成を示すブロック図で
ある。
【図８】本発明に係る骨伝導ヘッドセットの更に他の実施形態の斜視図である。
【図９】図８の実施形態のうちのスピーカー部の結合構造を示す分解斜視図である。
【図１０】図８の実施形態のヘッドセットが折畳まれる過程を示す平面図である。
【図１１】図８の実施形態の使用状態図である。
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